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平成２４年度事業評価監視委員会（第６回）資料

資 料 ４－１

平成２５年 １月２９日
国土交通省 東北地方整備局

道路事業 事後評価

一般国道113号 赤湯バイパス
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なんよう たけはら か つ き さ わ

起終点 ： 自：山形県南陽市大字竹原字加津木沢
ひがしおきたま たかはた ふかぬま ふないり

至：山形県東置賜郡高畠町大字深沼字舟入
延長、幅員 ： Ｌ＝７．２ｋｍ （暫定）１２．０ｍ（完成）Ｗ＝２２．０ｍ
道路規格、設計速度 ： 第１種３級、 V=８０ｋｍ／ｈ

都市計画決定 ： 平成 ６年度
事業化 ： 平成 ７年度
工事着手 ： 平成１１年度
開通年度 ： 平成２０年度（全線開通）

１．事業の目的と概要（１） 事業完了後4年経過

・赤湯バイパスは、新潟山形南部連絡道路の一部を形成
・大型車通行規制区間や運搬排雪区間など劣悪な道路状況の回避による
円滑な交通の確保

・第三次救急医療施設へのアクセス向上

○事業目的

○計画概要
赤湯バイパス

山形県
宮城県

岩手県

秋田県

青森県

単位：ｍ

【暫定】 12.0 （２車線）

2.5 7.0 2.5

【完成】 22,0 （４車線）

凡 例
：評価対象区間(開通済)
：高規格幹線道路
：直轄国道
：主要地方道・県道
：DID(H22)

Ｈ15.11
開通

Ｌ=1.2㎞

H21.3開通

Ｌ=4.0㎞

Ｈ20.5開通

Ｌ=2.0㎞

赤湯バイパス Ｌ=7.2㎞ Ｈ21.3開通
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Ｔ 10 ＝9,471（台/日）

Ｔ 10 ＝14,755
（台/日）
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（台/日）

Ｔ 10 ＝11,376（台/日）

運搬排雪区間
宮内地区

Ｌ=0.5㎞
（上り）

梨郷道路
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１．事業の目的と概要（２）

山 形 県

宮 城 県

福 島 県

新 潟 県

関川村

胎内市

阿賀町

新発田市

西会津町
喜多方市

北塩原村
猪苗代町

福島市
米沢市飯豊町

川西町

小国町

村上市

長井市

朝日町

白鷹町

南陽市

山辺町

山形市

上山市

高畠町

七ヶ宿町

山形市役所
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長井市役所

飯豊町役場
小国町役場

川西町役場 高畠町役場

米沢市役所

山形中央IC

山形上山IC

南陽高畠IC

(仮)米沢IC

南陽市役所

山形県庁

赤湯バイパス
（L＝7.2㎞）

その他道路凡例
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：直轄国道
：補助国道
：主要地方道・県道

凡 例
：開通中
：事業中
：未事業化□□□□

その他凡例

：市役所

：役場

梨郷道路
L=7.2㎞

（H20～事業中）
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東北中央自動車道
福島ＪＣＴ～米沢北ＩＣ
Ｌ=20.2㎞ (直轄高速)
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(H24事業化)

米沢北バイパス
L=3.4㎞

(H16～事業中)

公立置賜
総合病院
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２．整備状況

▲国道１１３号現道 南陽市赤湯地区の混雑緩和状況
(H24.10)

開通後

▲開通後の赤湯バイパス（H21.5）

開通後

▲国道１１３号現道 南陽市赤湯地区の混雑状況（H15.10）

開通前
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H21.3
開通

H20.5
開通

３．事業効果の発現状況（１）

◆国道１１３号の交通量がバイパスに年々転換し、平成２４年度には開通前と比較し約３割減少、大型車は約６割減少した

◆現道の交通事故件数も、交通量が現道からバイパスへ転換するにともない約４割減少した

◆現道の騒音値は平成２０年度の全線開通以降減少しており、沿道環境が改善された

大型車通行
規制区間

赤湯バイパス

南陽市

高畠町
米
沢
南
陽
道
路

南陽高畠IC

南陽市役所

H15.11開通

赤湯中学校

Ａ

Ａ’

漆山騒音調査地点

梨
郷
道
路

69
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70

H20 H21 H24

（ｄＢ）

環境基準
65dB

▼ 南陽市漆山地内の騒音値（夜間）

全線開通
（Ｈ２１．３）

凡 例

：高規格幹線道路

：高規格幹線道路(事業中)

：地域高規格道路(事業中)

：国道

：主要地方道

：一般県道

：DID(H22)

：交通量観測地点
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H14 H15 H20 H21 H22

（件/年）
一部開通

（Ｈ１５．１１）
全線開通
（Ｈ２１．３）

一部開通
（Ｈ２０．５）

▼ 交通事故件数の推移

資料：イタルダデータ

約４割
減少

現道（R113）
赤湯バイパス

2,468 2,501 2,234

1,080
536

1,012

1,797

1,578807

0

1,000

2,000

3,000

Ｈ１１ Ｈ１７ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２４

（台/日）

17,225
14,124 15,147 12,307 10,047 11,847

8,4469,4715,813

0

6,000

12,000

18,000

24,000

Ｈ１１ Ｈ１７ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２４

赤湯バイパス

現道(R113)
（台/日） 全線開通

（Ｈ２１．３）
一部開通
（Ｈ２０．５）

一部開通
（Ｈ１５．１１）

【うち 大型車】

【 全車種 】

資料：道路交通センサス、H20・H21・H24交通実態調査
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大型車通行
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現道（Ｒ１１３）
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３．事業効果の発現状況（２）

◆現道では運搬排雪による通行規制や、地吹雪による通行止めが発生するなど、冬期の円滑な交通の確保が困難だった

◆赤湯バイパスの開通により降雪時速度低下の影響を受けない代替ルートが確保された

▼ 地吹雪時の現道状況（R113・南陽地区）

▼ 冬期の赤湯バイパスの状況（H23.2）

31.2

60.4

24.6

56.4

-

20

40

60

現道（R113）開通前 赤湯バイパス

（㎞/h）

・H23民間プローブデータ
（集計対象日の設定）
・H23.12月～H24.2月の降雪日8時台上下平均速度
・降雪日とは、気象庁による観測地点米沢の降雪のあった日（降雪量＞０㎝）

資料：赤湯バイパス：竹原交差点～南陽高畠ＩＣ
R113：宮内交差点～椚塚交差点

：H17通常期 道路交通センサス平日ピーク時速度
：H17降雪期 プローブデータ

▼ 旅行速度の比較

凡 例
：高規格道路
：国道
：主要地方道
：一般県道
：DID(H22)

H17
通常期

H17
降雪期

H23
通常期

H23
降雪期

運搬排雪区間
赤湯地区

Ｌ=1.3㎞

（上下）

▼現道の運搬排雪の作業状況(S61.1)

運搬排雪区間
宮内地区

Ｌ=0.5㎞
（上り）

竹原交差点

椚塚交差点

宮内交差点
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赤湯バイパス全線開通
（H21.3.27）

赤
湯
バ
イパ

ス

川西町

米沢市

飯豊町

白鷹町

南陽市

高畠町

上山市

米沢市立
病院

高畠町
消防本部

公立置賜
総合病院

（第三次救急医療施設）
（地域小児医療センター）

３．事業効果の発現状況（３）

◆平成２１年４月から公立置賜総合病院の救急救命センターは、平日夜間の受け入れ体制が強化された。高畠町からの搬送には
赤湯バイパスが利用されており、今後も搬送は増える見込みである

◆平成２１年３月に赤湯バイパスが全線開通しており、小児科への救急外来等、子供を持つ家族の利便性向上につながっている

＜地域の声＞

○子供が一歳の時に公立置賜総合病院に入院した。泊まり込みでの付き添いと、家で待つ兄弟のため
夫と交代で病院を往復した。この時はバイパス開通による移動時間短縮が何よりありがたかった。

○以前は置賜総合病院に行く時、渋滞に巻き込まれる事が多くイライラした。開通後は長男のぜんそく
発作時にも、スムーズに早く着く事ができ、便利になったと感じた。

資料：南陽市内在住乳幼児保護者アンケート結果（H24.11）
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▼ 高畠町から置賜総合病院への搬送件数の推移

資料：高畠町消防本部ヒアリング結果（H24.10）

置賜総合病院開院
（H12.11）

救命救急センター
平日夜間の受入体制強化

（H21.4.1）

【 凡 例 】
：高規格幹線道路
：直轄国道
：補助国道
：主要地方道・県道
：第三次救急医療施設
：地域小児医療センター

○高畠町から置賜総合病院への搬送は
ほぼ全て赤湯バイパスを利用している

○今後赤湯バイパスを利用する搬送
はさらに増える見込み

＜高畠町消防本部の声＞

［年］
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３．事業効果の発現状況（４）

◆企業立地の面では赤湯バイパスの開通が決め手となり、南陽西工業団地の企業誘致に成功した

凡 例
：高規格道路
：高規格道路

（事業中）
：国道
：主要地方道
：一般県道
：DID(H22)

山形新聞
（Ｈ１９．８．８）

資料：南陽市観光商工ブランド課ヒアリング結果（H24.9）

○赤湯バイパスの開通により企業誘致に成功

○いずれの企業も赤湯バイパスが立地の決め手となった

【近年の企業立地状況】

H20. 6 大岸製作所 操業

Ｈ22.10 フコク物流(株)操業

H23. 5 沼田工業（株）操業

南陽市

高畠町

長井市

川西町

南陽高畠IC

東
北
中
央
自
動
車
道

至 米沢・福島

赤湯バイパス
（H21.3全線開通）

至

新
潟

上山市

南陽西
工業団地

▼南陽西工業団地位置図

梨郷道路

至

山
形
・仙
台

【南陽西工業団地（概要）】

総面積 ：２３．９ｈａ
区画面積 ：完売
立地企業数：２０社
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３．事業効果の発現状況（５）

◆山形県全体の観光入込客数が減少傾向にある中、地元の赤湯温泉協同組合による赤湯温泉桜まつりや関東地方での集客キャ
ンペーンと赤湯バイパスの完成による温泉街への利便性向上により、赤湯温泉の観光入込客数は増加傾向を示している

資料：山形県観光者数調査

▲赤湯温泉位置図

・温泉街の大型車交通量が目に見えて減ったと感じる

・新潟方面のお客様が、赤湯バイパス整備後は信号を
通らず温泉に来れるため近くなった、と感じている

資料：赤湯温泉協同組合ヒアリング結果（H24.12）

＜赤湯温泉協同組合長の声＞

36
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3,932
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3,200
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3,600

3,800
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4,200

4,400

赤湯温泉

山形県全体（万人） （万人）

［年度］

南陽市

高畠町

南陽高畠IC

南陽市役所至

新
潟

至 米沢・福島・関東

至

山
形
・
仙
台

赤湯温泉

Ｈ15.11
開通

Ｌ=1.2㎞

H21.3開通

Ｌ=4.0㎞

Ｈ20.5開通

Ｌ=2.0㎞

凡 例
：高規格幹線道路
：高規格幹線道路(事業中)
：地域高規格道路(事業中)
：国道
：主要地方道
：一般県道
：DID(H22)

梨
郷
道
路

赤湯バイパス Ｌ=7.2㎞ Ｈ21.3開通

赤湯バイパス全線開通
（Ｈ２１．３）

▼赤湯温泉の観光客入り込み客数

▼赤湯温泉桜まつりの様子▼赤湯温泉街の様子

資料：南陽市観光協会

赤湯温泉
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5,268

12,286

0
4,000
8,000
12,000
16,000

震災前 震災後

（台/日） 【国道113号　小国】

※震災前は通常ダイヤ

◆震災後、国道113号は県境部の小国において交通量が約２倍増加した

◆東北自動車道や東北新幹線が被災したため、関東方面等への代替路として新潟経由のルートが活用されたことから、山形～新
潟間の高速バスは最大９便増便された。その経路である赤湯バイパスではバス交通量が約２倍増加した

４．東日本大震災時の国道１１３号の役割

凡 例

：通行止め

：緊急車両のみ通行可

：規制なし

※期間：H23.3.11～3.21

資料：トラフィックカウンタデータより各期間のAM7時～翌AM7時までを整理
震災前：Ｈ２３．３．１～３．１０
震災後：Ｈ２３．３．１３～３．１９

▼ 震災時の交通量の変動

小国

▼ 震災直後の都市間バス状況

資料：山交バスヒアリング
（震災後はＨ23.3.12～31）

関東

東
北
新
幹
線

上
越
新
幹
線

仙台

新潟

震災前 震災後

山形から新潟 行 ２台／日 １１台／日(＋９)

新潟から山形 行 ２台／日 １１台／日(＋９)

41

78
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25

50

75

100

震災直前

(H23.3.7～10)

震災後

(H23.3.14～17)

（台/日）

▼赤湯バイパス バス交通量

山形

南陽

東
北
自
動
車
道

山
形
自
動
車
道

約２倍
増加

約２倍
増加

被災

▲震災後の国道１１３号の交通状況(H23.3.17)

東
北
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

磐越自動車道
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事業当初の目的に対し、大型車通行規制区間や運搬排雪区間などの回避による円滑な交通の確保、第三次救急医療機関へのアクセス向上
等が発現している。事後評価、改善措置の必要はないと考える。
引き続き新潟山形南部連絡道路の早期全線完成を図る。

７．事業を巡る社会経済情勢等の変化

５．費用対効果分析の算定基礎

費用便益比 ：１．９

総費用 ：３７２億円 事業費 ３３６億円
維持管理費 ３６億円

総便益 ：７０３億円 走行時間短縮便益 ５２２億円
走行経費減少便益 １０９億円
交通事故減少便益 ７２億円

事業費 ：２７８億円

開通年 ：平成２０年度

交通量 ：８，４００台／日 （Ｈ２４）

○将来交通量

前回（Ｈ１６）評価時 ： ２１，０００台／日（Ｈ４２）

事後（Ｈ２４）評価時 ： １６，５００台／日（Ｈ４２）

完成後の騒音測定値は基準を超過していないが、今後も交通状況等を把握し、改善措置が必要になった場合は対策案を検討する

６．事業実施による環境変化

８．対応方針（原案）

○高規格幹線道路の整備状況

・東北中央自動車道

平成09年11月21日 米沢南陽道路 米沢北IC～南陽高畠IC間 8.8km開通
平成10年度 福島JCT～米沢IC L=28.0km事業化（旧日本道路公団→平成15年度直轄高速へ）
平成15年度 米沢IC～米沢北IC L=9.0km事業化
平成17年度 南陽高畠IC～山形上山IC L=24.4km事業化（東日本高速道路）

・新潟山形南部連絡道路

平成20年度 梨郷道路L＝7.2km事業化

○その他の状況

・平成23年03月11日 東日本大震災発生

○事業費の変更

２７０億円→２７８億円に変更

軟弱地盤対策の工法変更等

・載荷盛土工法から圧密促進工法

載荷盛土工法

載荷盛土工法 ＋ 圧密促進工法

ドレーン

軟弱層

軟弱層
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

一般国道113号 赤湯バイパス L=7.2km 地域高規格 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

16,500 2 東北地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成24年度

単純合計 268億円 72億円 340億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

336億円 36億円 372億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成24年度

供 用 年 平成21年度

単年便益
（初年便益）

23億円 4.8億円 3.2億円 31億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

522億円 109億円 72億円 703億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

経済的純現在価値（事業全体） 331 億円 

費用便益比（事業全体） 1.9

経済的内部収益率（事業全体） 7.8%

1



交通状況の変化

事業名：　一般国道113号　赤湯バイパス（全体）　

（推計時点    Ｈ42年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合があ

9,400

5.22

1,900

17

25.50

14,800

4

4,900

10

9,600

国道113号
(並行現道)
：9.6km

②主な周
辺道路

国道13号
:2.8km

赤湯停車場線～
赤湯停車場大橋
線
：4.7km

市道
：8.8km

赤湯宮内線～
米沢南陽白鷹線
～梨郷宮内線
：9.5km

①新設・改築道路
:7.2km

南陽川西線～
梨郷赤湯停車場
線
：6.3km

合計：4272.19km

③その他道路合計
:4223.31km

3,700

17

9,173.28

10.39

17

走行時間費用
整備あり(B)

9,193.68

整備あり(B)整備なし(A)

0.00

0

20.99

0 16,500

様式－３①

7

4.92

9

12.63

16

3,200

6.25

4

11.20

6,300

16

10.75

20.40

9,120.94 9,116.77

700

2.085.34

走行時間短縮便益
(A - B)

17

走行時間費用
整備なし(A)

1,800

9.56 4.42

4,000 2,000

13 13

2



事業名：　一般国道113号　赤湯バイパス（全体）　

【図面（①、②に該当する道路）】

主な周辺道路

市
道

3



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 一般国道113号　赤湯バイパス

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年

社会的割引率 4%

基準年次 平成24年

１時点のみ推計 ■（H42年）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交通流の
推計時点

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差の
生ずる「加重平均速度」を用いた。速度設定の

考え方

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

■

■

■
（H17センサス）

□

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

推計の状況
いずれかのみ
の推計の場合

4



事業名： 一般国道113号　赤湯バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （ 　）　日

とり止め交通を考慮する □

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （ 　）　日

冬期の走行速度と交通容量の関係

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

5



事業名： 一般国道113号　赤湯バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 □

標準投資パターンを採用 □

費 その他（実績による値を採用） ■

用

の

算 積雪地域または寒冷地域である ■

定 その他

４．その他

当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出維持管理費

雪寒費

事業費

6



様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：一般国道113号　赤湯バイパス（全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.21 7.2 1.51
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-14年目 H 7 1.9479 109.9 0.19 0.32   
-13年目 H 8 1.8730 109.5 0.49 0.79   
-12年目 H 9 1.8009 110.4 2.48 3.79   
-11年目 H 10 1.7317 109.9 2.98 4.40   
-10年目 H 11 1.6651 108.4 5.62 8.10   
-9年目 H 12 1.6010 107.2 4.85 6.79   
-8年目 H 13 1.5395 105.7 27.48 37.54   
-7年目 H 14 1.4802 103.8 33.43 44.72   
-6年目 H 15 1.4233 102.3 36.73 47.93   
-5年目 H 16 1.3686 101.0 40.54 51.53   
-4年目 H 17 1.3159 99.6 39.58 49.05
-3年目 H 18 1.2653 98.7 40.96 49.25
-2年目 H 19 1.2167 97.6 22.94 26.82
-1年目 H 20 1.1699 96.8 10.05 11.39

供用年次 H 21 1.1249 95.6 1.44 1.59
1年目 H 22 1.0816 93.8 1.44 1.56
2年目 H 23 1.0400 93.8 1.44 1.50
3年目 H 24 1.0000 93.8 1.44 1.44
4年目 H 25 0.9615 93.8  1.44 1.38
5年目 H 26 0.9246 93.8  1.44 1.33
6年目 H 27 0.8890 93.8  1.44 1.28
7年目 H 28 0.8548 93.8  1.44 1.23
8年目 H 29 0.8219 93.8  1.44 1.18
9年目 H 30 0.7903 93.8  1.44 1.14
10年目 H 31 0.7599 93.8  1.44 1.09
11年目 H 32 0.7307 93.8  1.44 1.05
12年目 H 33 0.7026 93.8  1.44 1.01
13年目 H 34 0.6756 93.8  1.44 0.97
14年目 H 35 0.6496 93.8  1.44 0.94
15年目 H 36 0.6246 93.8  1.44 0.90
16年目 H 37 0.6006 93.8  1.44 0.86
17年目 H 38 0.5775 93.8  1.44 0.83
18年目 H 39 0.5553 93.8  1.44 0.80
19年目 H 40 0.5339 93.8  1.44 0.77
20年目 H 41 0.5134 93.8  1.44 0.74
21年目 H 42 0.4936 93.8  1.44 0.71
22年目 H 43 0.4746 93.8  1.44 0.68
23年目 H 44 0.4564 93.8  1.44 0.66
24年目 H 45 0.4388 93.8  1.44 0.63
25年目 H 46 0.4220 93.8  1.44 0.61
26年目 H 47 0.4057 93.8  1.44 0.58
27年目 H 48 0.3901 93.8  1.44 0.56
28年目 H 49 0.3751 93.8  1.44 0.54
29年目 H 50 0.3607 93.8  1.44 0.52
30年目 H 51 0.3468 93.8  1.44 0.50
31年目 H 52 0.3335 93.8  1.44 0.48
32年目 H 53 0.3207 93.8  1.44 0.46
33年目 H 54 0.3083 93.8  1.44 0.44
34年目 H 55 0.2965 93.8  1.44 0.43
35年目 H 56 0.2851 93.8  1.44 0.41
36年目 H 57 0.2741 93.8  1.44 0.39
37年目 H 58 0.2636 93.8  1.44 0.38
38年目 H 59 0.2534 93.8  1.44 0.36
39年目 H 60 0.2437 93.8  1.44 0.35
40年目 H 61 0.2343 93.8  1.44 0.34
41年目 H 62 0.2253 93.8  1.44 0.32
42年目 H 63 0.2166 93.8  1.44 0.31
43年目 H 64 0.2083 93.8  1.44 0.30
44年目 H 65 0.2003 93.8  1.44 0.29
45年目 H 66 0.1926 93.8 1.44 0.28
46年目 H 67 0.1852 93.8 1.44 0.27
47年目 H 68 0.1780 93.8 1.44 0.26
48年目 H 69 0.1712 93.8 1.44 0.25
49年目 H 70 0.1646 93.8 -41.04 -6.76 1.44 0.24

  合　計 227.28 335.66 72.00 36.14

単純事業費計 268.32 72.00

注）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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様式－５

便益の現在価値算定表 箇所名：一般国道113号　赤湯バイパス（全体）

GDP 合　　　計
総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 デフレータ 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(南東北ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 小型貨物 貨物車類 全  車 (A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 21 0.99562 0.98821 0.98889 0.99344 1.1249 95.6 16.90 3.45 2.69 23.04 25.43 3.85 0.80 0.15 4.80 5.30 3.20 3.53 31.04 34.26
1年目 H 22 0.99560 0.98807 0.98877 0.99340 1.0816 93.8 16.83 3.41 2.66 22.90 24.77 3.83 0.79 0.15 4.77 5.16 3.18 3.44 30.85 33.37
2年目 H 23 0.99558 0.98793 0.98864 0.99336 1.0400 93.8 16.76 3.37 2.63 22.76 23.67 3.81 0.78 0.15 4.74 4.93 3.16 3.29 30.66 31.89
3年目 H 24 0.99556 0.98778 0.98851 0.99331 1.0000 93.8 16.69 3.33 2.60 22.62 22.62 3.79 0.77 0.15 4.71 4.71 3.14 3.14 30.47 30.47
4年目 H 25 0.99554 0.98763 0.98838 0.99327 0.9615 93.8 16.62 3.29 2.57 22.48 21.61 3.77 0.76 0.15 4.68 4.50 3.12 3.00 30.28 29.11
5年目 H 26 0.99552 0.98747 0.98824 0.99322 0.9246 93.8 16.55 3.25 2.54 22.34 20.66 3.75 0.75 0.15 4.65 4.30 3.10 2.87 30.09 27.83
6年目 H 27 0.99550 0.98731 0.98810 0.99317 0.8890 93.8 16.48 3.21 2.51 22.20 19.74 3.73 0.74 0.15 4.62 4.11 3.08 2.74 29.90 26.59
7年目 H 28 0.99548 0.98715 0.98796 0.99313 0.8548 93.8 16.41 3.17 2.48 22.06 18.86 3.71 0.73 0.15 4.59 3.92 3.06 2.62 29.71 25.40
8年目 H 29 0.99546 0.98698 0.98781 0.99308 0.8219 93.8 16.34 3.13 2.45 21.92 18.02 3.69 0.72 0.15 4.56 3.75 3.04 2.50 29.52 24.27
9年目 H 30 0.99544 0.98681 0.98766 0.99303 0.7903 93.8 16.27 3.09 2.42 21.78 17.21 3.67 0.71 0.15 4.53 3.58 3.02 2.39 29.33 23.18
10年目 H 31 0.99541 0.98663 0.98751 0.99298 0.7599 93.8 16.20 3.05 2.39 21.64 16.44 3.65 0.70 0.15 4.50 3.42 3.00 2.28 29.14 22.14
11年目 H 32 0.99539 0.98645 0.98735 0.99293 0.7307 93.8 16.13 3.01 2.36 21.50 15.71 3.63 0.69 0.15 4.47 3.27 2.98 2.18 28.95 21.16
12年目 H 33 0.99657 0.98859 0.99110 0.99459 0.7026 93.8 16.07 2.98 2.34 21.39 15.03 3.62 0.68 0.15 4.45 3.13 2.96 2.08 28.80 20.24
13年目 H 34 0.99656 0.98845 0.99102 0.99456 0.6756 93.8 16.01 2.95 2.32 21.28 14.38 3.61 0.67 0.15 4.43 2.99 2.94 1.99 28.65 19.36
14年目 H 35 0.99655 0.98832 0.99094 0.99453 0.6496 93.8 15.95 2.92 2.30 21.17 13.75 3.60 0.66 0.15 4.41 2.86 2.92 1.90 28.50 18.51
15年目 H 36 0.99654 0.98818 0.99085 0.99450 0.6246 93.8 15.89 2.89 2.28 21.06 13.15 3.59 0.65 0.15 4.39 2.74 2.90 1.81 28.35 17.70
16年目 H 37 0.99652 0.98804 0.99077 0.99447 0.6006 93.8 15.83 2.86 2.26 20.95 12.58 3.58 0.64 0.15 4.37 2.62 2.88 1.73 28.20 16.93
17年目 H 38 0.99651 0.98789 0.99068 0.99444 0.5775 93.8 15.77 2.83 2.24 20.84 12.04 3.57 0.63 0.15 4.35 2.51 2.86 1.65 28.05 16.20
18年目 H 39 0.99650 0.98775 0.99059 0.99441 0.5553 93.8 15.71 2.80 2.22 20.73 11.51 3.56 0.62 0.15 4.33 2.40 2.84 1.58 27.90 15.49
19年目 H 40 0.99649 0.98759 0.99050 0.99438 0.5339 93.8 15.65 2.77 2.20 20.62 11.01 3.55 0.61 0.15 4.31 2.30 2.82 1.51 27.75 14.82
20年目 H 41 0.99647 0.98744 0.99041 0.99434 0.5134 93.8 15.59 2.74 2.18 20.51 10.53 3.54 0.60 0.15 4.29 2.20 2.80 1.44 27.60 14.17
21年目 H 42 0.99646 0.98728 0.99032 0.99431 0.4936 93.8 15.53 2.71 2.16 20.40 10.07 3.53 0.59 0.15 4.27 2.11 2.78 1.37 27.45 13.55
22年目 H 43 0.99161 0.99346 1.00115 0.99298 0.4746 93.8 15.40 2.69 2.16 20.25 9.61 3.50 0.59 0.15 4.24 2.01 2.76 1.31 27.25 12.93
23年目 H 44 0.99154 0.99342 1.00115 0.99293 0.4564 93.8 15.27 2.67 2.16 20.10 9.17 3.47 0.59 0.15 4.21 1.92 2.74 1.25 27.05 12.34
24年目 H 45 0.99147 0.99338 1.00115 0.99288 0.4388 93.8 15.14 2.65 2.16 19.95 8.75 3.44 0.59 0.15 4.18 1.83 2.72 1.19 26.85 11.77
25年目 H 46 0.99139 0.99333 1.00115 0.99283 0.4220 93.8 15.01 2.63 2.16 19.80 8.36 3.41 0.59 0.15 4.15 1.75 2.70 1.14 26.65 11.25
26年目 H 47 0.99132 0.99329 1.00115 0.99278 0.4057 93.8 14.88 2.61 2.16 19.65 7.97 3.38 0.59 0.15 4.12 1.67 2.68 1.09 26.45 10.73
27年目 H 48 0.99124 0.99324 1.00115 0.99273 0.3901 93.8 14.75 2.59 2.16 19.50 7.61 3.35 0.59 0.15 4.09 1.60 2.66 1.04 26.25 10.25
28年目 H 49 0.99117 0.99320 1.00115 0.99268 0.3751 93.8 14.62 2.57 2.16 19.35 7.26 3.32 0.59 0.15 4.06 1.52 2.64 0.99 26.05 9.77
29年目 H 50 0.99109 0.99315 1.00115 0.99262 0.3607 93.8 14.49 2.55 2.16 19.20 6.93 3.29 0.59 0.15 4.03 1.45 2.62 0.95 25.85 9.33
30年目 H 51 0.99101 0.99310 1.00114 0.99257 0.3468 93.8 14.36 2.53 2.16 19.05 6.61 3.26 0.59 0.15 4.00 1.39 2.60 0.90 25.65 8.90
31年目 H 52 0.99093 0.99305 1.00114 0.99251 0.3335 93.8 14.23 2.51 2.16 18.90 6.30 3.23 0.59 0.15 3.97 1.32 2.58 0.86 25.45 8.48
32年目 H 53 0.99084 0.99301 1.00114 0.99246 0.3207 93.8 14.10 2.49 2.16 18.75 6.01 3.20 0.59 0.15 3.94 1.26 2.56 0.82 25.25 8.09
33年目 H 54 0.99076 0.99296 1.00114 0.99240 0.3083 93.8 13.97 2.47 2.16 18.60 5.73 3.17 0.59 0.15 3.91 1.21 2.54 0.78 25.05 7.72
34年目 H 55 0.99067 0.99291 1.00114 0.99234 0.2965 93.8 13.84 2.45 2.16 18.45 5.47 3.14 0.59 0.15 3.88 1.15 2.52 0.75 24.85 7.37
35年目 H 56 0.99058 0.99286 1.00114 0.99228 0.2851 93.8 13.71 2.43 2.16 18.30 5.22 3.11 0.59 0.15 3.85 1.10 2.50 0.71 24.65 7.03
36年目 H 57 0.99049 0.99280 1.00114 0.99222 0.2741 93.8 13.58 2.41 2.16 18.15 4.97 3.08 0.59 0.15 3.82 1.05 2.48 0.68 24.45 6.70
37年目 H 58 0.99040 0.99275 1.00113 0.99216 0.2636 93.8 13.45 2.39 2.16 18.00 4.74 3.05 0.59 0.15 3.79 1.00 2.46 0.65 24.25 6.39
38年目 H 59 0.99031 0.99270 1.00113 0.99210 0.2534 93.8 13.32 2.37 2.16 17.85 4.52 3.02 0.59 0.15 3.76 0.95 2.44 0.62 24.05 6.09
39年目 H 60 0.99022 0.99265 1.00113 0.99203 0.2437 93.8 13.19 2.35 2.16 17.70 4.31 2.99 0.59 0.15 3.73 0.91 2.42 0.59 23.85 5.81
40年目 H 61 0.99012 0.99259 1.00113 0.99197 0.2343 93.8 13.06 2.33 2.16 17.55 4.11 2.96 0.59 0.15 3.70 0.87 2.40 0.56 23.65 5.54
41年目 H 62 0.99002 0.99254 1.00113 0.99191 0.2253 93.8 12.93 2.31 2.16 17.40 3.92 2.93 0.59 0.15 3.67 0.83 2.38 0.54 23.45 5.29
42年目 H 63 0.98992 0.99248 1.00113 0.99184 0.2166 93.8 12.80 2.29 2.16 17.25 3.74 2.90 0.59 0.15 3.64 0.79 2.36 0.51 23.25 5.04
43年目 H 64 0.98982 0.99242 1.00113 0.99177 0.2083 93.8 12.67 2.27 2.16 17.10 3.56 2.87 0.59 0.15 3.61 0.75 2.34 0.49 23.05 4.80
44年目 H 65 0.98971 0.99237 1.00113 0.99171 0.2003 93.8 12.54 2.25 2.16 16.95 3.40 2.84 0.59 0.15 3.58 0.72 2.32 0.46 22.85 4.58
45年目 H 66 0.98960 0.99231 1.00112 0.99164 0.1926 93.8 12.41 2.23 2.16 16.80 3.24 2.81 0.59 0.15 3.55 0.68 2.30 0.44 22.65 4.36
46年目 H 67 0.98949 0.99225 1.00112 0.99157 0.1852 93.8 12.28 2.21 2.16 16.65 3.08 2.78 0.59 0.15 3.52 0.65 2.28 0.42 22.45 4.15
47年目 H 68 0.98938 0.99219 1.00112 0.99149 0.1780 93.8 12.15 2.19 2.16 16.50 2.94 2.75 0.59 0.15 3.49 0.62 2.26 0.40 22.25 3.96
48年目 H 69 0.98927 0.99213 1.00112 0.99142 0.1712 93.8 12.02 2.17 2.16 16.35 2.80 2.72 0.59 0.15 3.46 0.59 2.24 0.38 22.05 3.77
49年目 H 70 0.98915 0.99206 1.00112 0.99135 0.1646 93.8 11.89 2.15 2.16 16.20 2.67 2.69 0.59 0.15 3.43 0.56 2.22 0.37 21.85 3.60

合　計 738.24 134.97 113.28 986.49 521.79 167.29 31.81 7.50 206.60 108.96 135.50 71.93 1,328.59 702.68

年度
（基準年）

H24
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参考様式１

車線数 延長

2 7.3km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

（百万円）
備考

①工事費 18,538

改良費 11,570

土工 m3 2,956,500 5,756 切土（170,000m3）、盛土（2,786,500m3）

軟弱地盤改良工 式 1 1,622

法面工 ㎡ 607,300 410 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 1,320

管渠工 ｍ 4,320 394

函渠工 ｍ 2,940 818

排水工 ｍ 58,160 673

雑工 式 1 577 機能補償道路等

橋梁費 2,475

100m以上 ｍ 123 418 1橋

100m未満 ｍ 333 2,057 8橋

トンネル費

ＮＡＴＭ ｍ

シールド ｍ

ＩＣ・JCT費 1,680

ＩＣ 箇所 3 1,680 ダイヤモンド型（3）

ＪＣＴ 箇所

舗装費 1,320

車道舗装 ㎡ 170,570 1,272

歩道舗装 ㎡ 12,060 48

付帯施設費 1,493

交通管理施設工 式 1 1,493 防護柵工等

②用地及補償費 6,777

用地費 ㎡ 397,481 4,104

宅地 ㎡ 78,935 2,099

田畑 ㎡ 317,202 1,998

山林・原野 ㎡

その他 ㎡ 1,343 7

補償費 式 1 2,673

③間接経費 式 1 2,519 地質調査、測量、設計にかかる費用

全体事業費 27,834

路線名 箇所名

一般国道113号 赤湯バイパス
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参考様式２

車線数 延長

2 7.2km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円/年）
備考

　km 7.2 52 巡回、清掃、除草、除雪等

式 1 99 路面補修、構造物の点検・補修等

151

【単価等について】

○維持管理費は、当該道路周辺地域における直轄国道の維持管理等に要する実績経費に基づき算出。

区分

維持費

修繕費

維持管理費合計

路線名 箇所名

一般国道113号 赤湯バイパス
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